
第 13 回 例題 

 

   36 ÷ 2 = 18 日 

したがって，全部で 

   8 + 18 = 26 日 

26 日 

A,B が 1 日にする仕事量の比は， 

 

ここで A が 3 の仕事を 20 日すると， 

全体の仕事量は 

 3x20=60 と考えることができます。 

A と B が 1 日にする仕事量は 

  3 + 2 = 5 なので 

かかる日数は 

  60 ÷ 5 = 12 日 となります。 

 

12日 

A が８日間働いた仕事量は， 

  3 x 8 = 24 

その残りの仕事量は， 

  60－24 = 36 



 

 

（解２） つるかめ算 

A が働いた日数が分かればよいので， 

B が 28 日間働いた とします。 

 3x28=84 

実際との差は 

120-84=36 

1 回の置きかえ（A は 5 , B は 3 より） 

   5-3=2 

したがって，A が仕事をした日数は 

  36÷2 = 18 日 

2 



 

 

60・・・全体の仕事 

・・・ 

 
６日 

※覚え得 

20,60,30 の最小公倍数 60 を

全体の仕事量とすると 

  それぞれの 1 日の仕事量は 

  A・・60÷20=3  B・・60÷60=1  

 C・・60÷30=2  となります。 

 

全体の仕事量は A で考えると， 

  3 x 20 = 60 

 
もし２人が休まなかったとすると全体の 

仕事量はこの分増えるので 

 60 + (3x4 + 1x6) = 78 になります。 

 

3人いっしょにやったときの 1日の仕事量は 

   3+1+2=6 

したがって， 

仕事が終わるまでにかかる日数は 

  78÷6=13(日) 13日 

1 人が 1 日にする仕事量を 1 とすると 

12 人が 5 日間にする仕事量は 

これを 10 人ですると，かかる日数は 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)まず，データーを書き入れます。 

30 分で 450L くみ出したから 

1 分間では 450÷30=15L 

 

(2)  

  (1)は 1台でくみ出す量でした。 

  2 台では 1 分間に(15x2=)30L 

  わき出る水の量は 1 分間に 5L なので 

1 分間に減る量は 

   30-5=25L 

もとの 300L をなくせばよいので 

   300÷25=12 分  

このような問題をニュートン算といいます。 

 線分図か面積図で解きます。 

線分図の仕組み 

 

 

 

 

面積図の仕組み 

 

 

15L 

12 分 

＜面積で解いてみます。＞ 



 

45 頭で考えると，8日間で生えた草は， 

 20x8=160 

5x▲=200 より 

▲=200÷5= 40 日 

40 日 

 

 

 

20 

45 頭が 8 日で食べた 

    360  

8 日間に生えた草 

60 頭が 5 日で食べた 

    300  

5 日間に生えた 



  
 

応用例題 


